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The Use of Self-Repetition of Native Speakers in Contact and Native 
Situations: 
Focused on Contact Experiences with Non-Native Speakers and 
Interlocutor’s Proficiency Level 
 








In this paper, we focused on the usage of "self- repetition" by native speakers in contact and 
native situations where speakers meet for the first time, and searched whether "occurrence 
position" and "form" vary depending on Japanese proficiency level of their interlocutors 
(intermediate level learners, advanced level learners, native speakers) and the daily contact 



















































































































































































（例 3）  
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本語母語話者と行った，1対 1の初対面自然会話(計 24会話)のうち，開始から 10分間，























表 1 くり返しの生起位置 





























④言い換え型，の 4 つに分類する（表 2）。 
 
表 2 くり返しの形状 


























少ないグループ 1,255），対話相手が 2,890（中級母語話者 1,113，上級母語話者 949，
母語話者 828）で，合計 5,641 であった。自己発話のくり返しについては，本稿のデ
ータから合計 491 のくり返しが得られた。接触経験と対話相手別の自己発話のくり返
し数を表 3 に示す。 
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接触経験(多) 120 83 45 248 
接触経験(少) 75 95 73 243 
計 195 178 118 491 
 
くり返しの生起位置に関して，合計 491 の自己発話のくり返しを生起位置別に分類
したところ，「直後のくり返し」は 314，「非直後のくり返し」は 177 得られた。 
まず，接触経験と対話相手の日本語レベル別の「直後のくり返し」の生起数の平均











相手(3 水準)」の 2 要因分散分析を行った。その結果，「直後のくり返し」は，接触経






次に，「非直後のくり返し」の接触経験と対話相手別の生起数の平均を図 2 に示す。 
 




















図 2 非直後のくり返しの生起数（平均） 
 









 母語話者が使用した 491 の自己発話のくり返しを形状別に 4 つに分類したところ， 
「再現型」が 134，「一部変更型」が 55，「補足型」が 116，「言い換え型」が 186 得ら
れた。これらについて，接触経験と対話相手の日本語レベルによる差を確認するため
















































 話者 発話内容 生起位置 












 会話例 1 は，上級話者 NNU と，接触経験の多い母語話者 BA02 が，BA02 が履修し
ている教職科目について話をしている場面である。上級学習者 NNU は BA02 が所属
学科とは関係がないシェークスピアの作品を読んでいるということに疑問を感じ，1
で理由を尋ねたが，BA02 の返答の中の「教職のための授業」というのが不明確であ









会話例 2 (NNU：上級学習者，BA03：接触経験の多い母語話者) 
 話者 発話内容 生起位置 
1 BA03 かっこいいとかって<言われる>{<}。  






4 NNU こないだ変身させたよ。   
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5 BA03 あ。   
6 NNU 女の子に。   
7 BA03 あ，かっこを?。   
8 NNU そうそうそう，きれいな厚化粧，してあげて,,   
9 BA03 えー[高い声で]。   
10 NNU でワンピースを着させて<笑いながら>。   
11 BA03 どうだった?<笑いながら>。   
12 NNU しつこく(うん)アイ，アイドル,,   
13 BA03 ほんと?<笑いながら>。   
14 NNU アイドルみたい<笑い>。   
15 BA03 え，見たい見たい=。 直後 
16 BA03 =写真撮っといてくれた?。   
17 NNU 撮った撮った。   
18 BA03 え，ちょっと見せて<笑いながら><二人笑い>。   
 
会話例 2 は，接触経験の多い日本語母語話者 BA03 が，上級学習者 NNU との共通
の女性の友人について話をしている場面である。いつもはあまり女性らしい恰好をし
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会話例 3 (NNM：中級学習者，BA03：接触経験の多い母語話者) 
 話者 発話内容 形状 
1 BA03 じゃあ毎日大変?，来るのは。   
2 BA03 そうでもない?。   
3 NNM そうでもない，うん。   
4 BA03 下り電車だからか。   
5 NNM くだ電車?。   
6 BA03 下り電車。 再現 
7 NNM 下り電車は何?。   
8 BA03 えっとー，東京の中央から，こう…。   
9 NNM あー，新宿で<乗り換えて>{<}。   
10 BA03 <新宿で>{>}乗り換えて(うん)えっとー,,   





13 NNM 都心?。   
14 BA03 都心。   
15 NNM 都心，あ，<あ都心>{<}あー。   
16 BA03 <じゃないほう>{>}。 再現 
 
 会話例 3 は，中級学習者 NNM が大学から離れた場所に住んでいることが明らかに
なった直後のやり取りである。まず，会話例の前半に目を向けてみる。母語話者 BA03
は，居住地が遠いにも関わらず，通学がそれほど大変ではないという NNM の発話を
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に関するやり取りが続いたが，12 で BA03 が「都心じゃないほうに行く電車」という
説明をすると，NNM の関心は「都心」ということばに向けられ，その「都心」の意
味交渉が 13 から 15 まで続くことになった。しかし，「下り電車」の説明では，「都心」










会話例 4 (NNM：中級学習者，BA02：接触経験の多い母語話者) 
 話者 発話内容 形状 
1 NNM え，あの，学校の近くで住んでる?。   
2 BA02 学校の近く…はい，住んでます，「地名 1」。   
3 NNM ふーん，あだから，毎日歩い，あ，自転車<だよね>{<}。   
4 BA02 <自転車>{>}自転車<少し笑いながら>。 再現型 
 
会話例 4 は，中級学習者 NNM と接触経験の多い母語話者 BA02 との会話であり，
NNM が BA02 の居住地について尋ねている場面である。BA02 が学校の近くに住んで
いるということから NNM は BA02 が自転車で通っていると推測し，3 で確認を要求
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会話例 5 (NNM：中級学習者，BA05：接触経験の多い母語話者) 
 話者 発話内容 形状 
1 NNM <時々>{>}電車も，<なんか暑くて>{<},,   
2 BA05 <そう，電車きらい>{>}。   
3 NNM なんかなんかエアコン,,   
4 BA05 そう。   
5 NNM み，やって,,   
6 BA05 あ。   





9 NNM しゃ，しゃ，何，何房車?。   
10 BA05 えっとね，弱[強い声で]，,, （再現） 
11 BA05 「弱い」って書いて，<で弱冷房，車>{<},, 補足 





14 NNM はいはい。   
15 BA05 してる感じで。   
 





そして，「弱冷房車」がすぐに理解できなかった NNM が 9 で「しゃ，しゃ，何，何房
車？」と聞き返すと，10 はまず「弱」という答えを端的に提示した後，すぐに「弱い
って書いて弱冷房車」と，耳で聞いてわかるような漢字の説明を加えながら，再度「弱












































2 本稿の会話例は A：母語話者，B：対話相手である。 
3 本稿の例で用いた主な記号は以下の通りである。(宇佐美, 2007 による) 
。  1 発話文が終了したことを示す。 
?。 質問や確認の発話文が終了したことを示す。  
＜ ＞{＜} ＜ ＞で囲まれた部分が，他者に発話を重ねられた部分であることを示す。 
＜ ＞{＞} ＜ ＞で囲まれた部分が，発話を重ねた部分であることを示す。 
( ) 相手の発話に重なる，短く，特別な意味を持たないあいづちを示す。 
＜ ＞ 笑いながら発話したものや笑い等の説明を記す。 
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